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た.PMCTは/3､肝癌-の有用な治療法で,複数回の

PEITに惟る効果を認め,比較的安全に施行できた.

しかし,他の部位の多発性再発率が33.3%と高 く,先

端部の耐久性とともに今後の課題である.

且8)StageⅣ-Å肝細胞癌切除例の検討
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畠山 重秋 (畠 山 医 院 )

目的 :StageⅣ-A肝細胞癌切除例の予後,衝後補

助療法,手術適応につき検討した.対象と方法 :当科で

切除した肝細胞癌180例のうち Sもa賢eⅣ-A 33例を

商業多発群 (以下 A 群13例)と娩管侵襲群 (以下 B

群20例)に分け,生存率ず無再発生存率,衡後療法を比

較検討 した.結果 :3年, 5年累積生存率は A 群が

47.5%.31.2oi),B群が7.50°.OQbと統計学的に有

意差はないものの A 群が良好な傾向を示 した. 2年,

4年累積簸再発生存率が A 群が64.5%, l臥l悔,B

群が 17.5%,0%で A 群やB群とも5年無再発生存

例はなかった.結語 :1:Stage-A 肝細胞癌切除後

特に脈管侵襲群では術後早期の補助化学療法が予後を改

善する上で麓要である.2:両案多発群は可及的切除と

術中マイクロ波凝固療法の併用で予後を改善できると考

えられた.

19) 原発性胆汁性肝硬変に対するリンパ球除去

療法の試み
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症例は72歳の女性.58歳時胆道糸酵素優位の肝機能異

常を指摘された.腹腔鏡下肝生検にて CNSDCの所見

を認め,原発性胆汁性肝硬変と診断され,UDCA 投与

を開始された.70歳時より黄晴,全身掻痔感の憎悪を認

め, 1996隼1f-I.)ンバ球除去療法 LLCAn 施子:J'-目的

に当科入院した.施行後,臨昧症状,肝博能の改善を認

めた翠より書LCAPは原発性胆汁性肝硬変に対 し有効

な治療法である事が示唆された.その後 '97年2FI.同

年9円に再び黄虹憎悪したが,LCAP 施行によi). 1
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回目と同様に,臨床的,検査所見的に改寮を認めた.

20)脳死肝移植登録後.生体肝移植を施行した
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誠治 (信州大学第-外科 )

症例は60才の女性t46才時胆道系酵素の上昇を指摘さ

紘,54才略原発性胆汁性肝硬変と診断され,UDCA 内

服を開始 した.57才時より血清縁どujレビン値が上昇し,

1997年10月16日施行予定の臓器移植法の脳死肝移植 レ

シピェントに登録 し,10月9日信州大学へ空路搬送した.

肝性脳症Ⅳ度となり,血紫交換,人工呼吸器管理,持続

透析施行した.脳死 ドナーがあらわれないため,12月17

日,36才の次女をドナーとする生体部分肝移植を施行し

た.術後経過は良好で,術後82日田の腹部 CT で,移

植肝の体棺は,1036cm3 と移植時の約 2.5倍に増加 L

た.

21)扇平苔解を伴った C型慢性肝 炎の･一例

江部 和人･市田 隆文
坪井 麻紀 ･保坂 幸男
高橋 澄雄 ･小万 別夫

症例 こ53歳異性.主訴 :皮膚掻埠感.税症 :陰部,普

部,左前腕に紫紅色調の偏平隆起性の丘疹を認め,皮膚

生検にて偏平苔轟と診断した,検査成績 ;① GOT155,

GPT239,7′-GTP118甘anti-HC＼'(十l,IiCV

RNA 定量<0.5h･･･Ieq/mlHC＼'genotI,ppⅢa耳肝

生検 :慢性肝炎 (F2A2).以上より C型慢性肝炎及

び肝外病変としての偏平苔寮と診断し,24週間 IFN-

aを授与した.治療終了後,扇平苔癖の消退,HCV-

PCRの陰性化は認められなかった.

偏平苔轟は C型慢性肝炎の肝外病変としてわが国で

は約 2%の報告がある.C型慢性肝炎と偏平苔轟の関

連及び ⅠFN 治療について文献的考察を加え報告した.

22) 自己免疫現象を伴う C型慢性肝 炎の臨床

病理学的検討

露楠 達 ･杵 範広
松井 茂 .務田 隆文
晋柳 塵 ･朝食 均 (新潟大学第三内科 )

自己免疫性肝炎 (AIH115例.自己免疫現象を伴うC

型慢性肝炎 (C-･AM)31刑,その他の C 型慢性肝
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衣 (C-CH174例を対象として,臨床病理学的検討を

加えた.AIfIは女性に多く,高齢発症で.臨床検査デー

タや自己抗体の確度は AIH 群でより活動性であるこ

とをうかがわせる値を示し,e-AIH は AIH と e-

CH の中間の値をとることが多か-)た.e･-AIH と C--

CH の間に ⅠICV 遺伝子型の差はなく, インター7ユ

ロン治療に射するウイルス学的著効率にも差はみられな

かった.組織学的には AiH で活動性 を示す HAIス

コアのコンポーネントⅠおよびⅢの値が有意に高かった

が.門脈域におけるリンパ漣胞様細胞浸潤の程度は C-

AIH,C-CH 群で強かった,AIH スコアは AIH と

他の 2群を鑑別するのに有用だった.

23)内視鏡的食道静脈痛硬化療法前 後 にお け る

体外式腹部超音波 に よる門脈系血流の比較
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当科にて内視鏡的食道静脈噛硬化療法 (EIS)を施行

された11症例を対象に,体外式腹部超音波パルス ･ドプ

ラ一法を鞘い,治療前後での門脈系血流巌 (門脈 ･肺静

脈 ･上腸間膜静脈)の変化を比較検討 した.EIS後の

血流量は,いずれの血管でも増加を示 したが.陣静脈で

は有意差をもって血流量の増加が認められた (p< 0.05

pairedt-test).さらに治療成績との比較では.硬化剤

をより供血路中枢側まで注入できた症例ほど陣静脈血流

量の増加率が高い傾向を示 した.今後は,症例の追加と

長期的な観察を続け治療効果 ･静腺癌再発との関連性を

検討 して行きたい.

Ⅱ.特 別 講 演

｢肝臓の発生 ･分化 ･再 生 と肝細胞移 植 ｣

秋田大学医学部生化学第一講座教授

杉 山 俊 博 先生

第5回新 潟 周 産母子研究会 学術 講演 会

日 時 平成 9年10r:325日 (土)

午後2時より

会 場 新潟大学医療技術短期大学部

Dll講尭室

Ⅰ.一 般 演 題

1) イン ドメタシン療法 を施行 した未熟 児動 脈

管開存症の5例

薯雷 啓要:畏孟 東雲 (禦漂豪立荘内病院)

1994年12日に.わが国でも静注開 イン ドメタシンが

未熟児動脈管開存症の薬物学的閉鎖療法薬として認可さ

れた.以来当科でも.5例の未熟児動脈管開存症に対L

て. イン ドメタシン静注を行-_)た.適応に関 しては.

CVD スコア及び心エコー所見も参考にした.全例とも

重篤な副作開なく.動脈管の開銀を確認 した.副作用と

しては,尿量減少,尿素窒素 ･クレアチニンの上昇の胤

消化管tl川R.血小板の低下を認めたが,いずれも一過性

であった.当村では.インドメタシン使悶時には禁乳に

Ldopami ne.furosemideを併用し,現在 まで幸い

良好な結果を得ている.静注用インドメタシンは未熟児

動脈管開存症に対 して非常に効果の高い薬物であるが,

東鴇な副作朋も多数報告されており,今後はその適応基

準,投与時期 ･投与量に関してのさらなる検討が必要と

思われた.

2) 胎児頃脈 にて発見 され電気的除細動により

救 命 しえた心房粗動 の 1例

山田 謙一 .郡司 哲己
大石 智洋 ･松井 俊噂 (票屠窟央綜合病院)

胎児噸脈にて発見され,電気的除細動により救命しえ

た.新生児心房粗動の 1例を経験 したので報告 した.標

準12誘導心電図及び ATPO.3mg/kgの静注により2:

1伝導の通常型心房粗動と診断し,電気的除細動の適応

と判断 した.小児循環器専門医のいる長岡赤十字病院に

緊急転送 し,5Jにて除細動 を施行 して正常洞調律に

復帰 Lた,迅速な診断と,地域医療圏のセンター病院の

緊急受け入れ体勢の連携による治療処置が効を奏 した適

例と考えられた.


